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　先年来，藩藩等は艮野県全県を対象とした甲状腺腫

鶏調査蝦施しており，1粋の巾．輔地方の調査　　　　　本論
①に引続き，本年度は東・北儒地方の抽出4地区にお　　　　　　1　調査概要

いて同胸調査を蹴した。この総1雷的成繊曙欝　　調査斌職讐木は前年と剛鞭あるカ㍉妙購る

醗灯甲状樋に関す破学的研究」の第蝦②と　軸あるので以下その鞭勧べる・

して鮪したごとくである。　　　　　　1）融11糊：聯142｛i義3肝9月（7ケ胴）
elヨまでの調献榔よれば長燃下で岬撒　2）調鯉区：下記の如く輔及び繍1妨よりそ
腫馳域的に2・．一，％の舗率を肘もので，地騰　れそれ2地区，合　卜4駆蜘肌・溢≧体で2°・14銘

はいず1｝。ttせよごくわずかに止まるものであるe－，一一　鯛象曙厳艶した・

方岬状騰の構率は中嗣詰並び疎．樵肪　　a）輪筋
ともほ鯛膿（調査1000対1．1～1．3）に槻され　　小県融硝”6－”…4，478名

る。とがわかり，鮮的に｝岬状腺癌の舗率は蘇　　小県郡川酬’……6・443名

の臨床的見解を鞘上廻るものである。とはほぼ瀧　　b）北信肪

的とな。た。　　　　　　　　　上水内郡勧噺町（掘’オく内躯）’…5・665名
所で，上述の東．北信雌。紺る調査購は融　　長肺篠餅（御i幣川’細゜会地区）’…3，559名

で親され岬状樋につき轍的、。論じ規ので，　　　　　　融該当齢計2°濁名
そ。で鼎され岬状購こついて蜘、輪，のべる　3）調酬象調鯉i該鼎を嚇にするためPts和

阯めたので，棉琳こ東．輪肪の灘で観　41鯛2肺日灘の1服登録」の難民を謝綱
さ批甲状糖の關につぎその1撒を糖する。と　・淋とし・　’ta’zに調査幽地1納1こ離していkkの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を本調査の実際の「該当者」としたn

煉京大学医学部保健学科保健管群纏　　　 4）融の順序と方法：甲状腺曝常鮪鯖糊1」
　PreSent　Address　　　　　　　　　　　　　　　するふるい分け検査は丸地が担当して行ない，頸部触

　Dept．　of　Health　Administration，　School　of　　　診によりDieterleの判定基準証度以上を「甲状腺腫

　Health　Sciences，　Faculty　of　Medicine，　The　　　疑診煮」とした。そして，このもの｝こ対しては，後「l

　University　of　Tokyo　　　　　　　　　　　　　　改めて臨床的立場から診断の確定と治療の要否を判定
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したが，これは降旗が担当した。この様にして甲状腺　　例），そしてOthers　O。3％（2例）である，なお，本

腫の存在を再び謂めたものを「甲状腺腫有病者」と確　　　調査において臨床的に悪i生甲状腺唾（疑）と診断した

定した。なお，治療を必要とするもので，特に甲状腺　　　ものは，策2表に示さなかったが，17例（Nontoxic

癌発見と関連のある結節性甲状腺腫（臨床診断で単純　　　nodular　typeに含めた）であった。

性結節性甲状腺腫，あるいは悪性甲状腺腫（疑）と　　　次に，これら甲状腺腫のうち，結節性甲状腺1画ま全

したもの）に対する外科的治療は牧内及び折井が主に　　体で166例（男19，女147）発見されたが，この調査

担嘉した。また，手術例の病理組織漂本の1乍成及び診　　　数対頻度は1，1％（男0．3，女1，7）となり，有病率に

断は本学附属病院・t；1・1央検査部の丸1“　elli造講師の協力　　　やはlp性鵡が認められた。また，この結節憐甲状腺1瞳

な得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のi生別・年令階級別有病率は第3表に示すごとくであ

　なお，本稿の喪中に示される百分串及び千分率はす　　　る。男は例数も少なく～定の傾向を見出し難いが，女

べて小数第2位で四捨五入したものであり，また，有　　　では年令の増加に従って有病串が上タ1・する傾1句がある

意藁の検定はすべて危険率5％で行なった。　　　　　　　といえよう。

　　　　皿　調査成縫

　　1）受診率及び甲状腺腫有病率　　　　　　　　　　　Table　l　Population，　Number　of　People

　調査では抽出4地区の全住民を対象としたが，その　　　　　Examined　and　Patienしs　with　Goiter・

受診率は第1表に示すごとく，全休で20，145名（男　　　　　fo「All　A「eas　Examined

9・6961女ユ0・449）の該当者゜）うち15・67昭（男　S，。　P。p。1、ti。。　N…Ex・mlned　N。：with
7，・〔｝6，　’x／　’8，　672）の甲、ll」鰍査蝦施し，77．8％（夢葺　＿＿一．－t．．．．tt＿＿＿一一tt．」幼＿勲鰍、く％Z

72．3，女83，・）吸診贈得た．なお，地区別の受診　M”le　9・6967・°°6（72・　3％）83（1・2％）

繍示漁かったが，岡・掴、75鯛上の受診率が｛11．　Female　1°，4498，672（83．°％）493（5・7％）

られた。従って，本調」艶成績はこれら調1査4地区にお　　Tota1　20・　145　15・678（77・8％）576（3・7％）

ける甲状腺腫の疫学的実態を示すものということがで

きる・　　　　　　　　　　　　　Tab1。2Al1　Typ。s。f　G。iter　Detected
　また，本調査で甲状腺腫を認めたものは，同じく第　　　　　　　　　　in　The　Survey

啖に示したごとく・576叙男83，女493）でその有　Types。f　G。it，，　N。。。f　G。it，。、s　P。，cent。ge

病率は3，7％（男1、2，女5．7）であり，有病率に性差　　　＿tt＿．一＿＿＿．一一＿＿，＿＿．一　　　　　　＿一一．一＿＿＿＿＿＿＿

が認められたQ　　　　　　　　　N。nt。・i・diffuse　402＜61＞　　69・8％
　　2）病勤祉繍5i　、・・T．i・ti犬鷹　　　　 N°n p°xic　n°dL’1”「166〈19＞　28・　8％

（4・2例），N。・…i、　n。d・1・，・yp・㈱剛、甲撒　t．．一、．漁rta1－、＿＿坐甦≧＿＿璽望＿一

腫）28，8％（166例），Toxic　diffuse　type　1．　0％（6　　　　　　　　　〈〉；Number　of　Male　included

Table　3　　Prevalence　Rate　of　Nodular　Goiter，　by　Sex　and　Age－group

　　　　　　　　　　　　　　　Male　　　　　　　　　　　　　　　　　Female
Age－group　－．・一．－t・一一一一一一　　　　　　　　　　一一一t　…一一一一一一一………一一・一一一　　　一…一一一

　　　　　　No。　Examined　No．　Nodular　（％）　　　No．　Examined　No。　Nodular　（％）

　O－9　　　　：L，473　　　　　0　　　（一）　　　　1，374　　　　　1　　　（0．1）
10一ユ9　　　　　　　　1，515　　　　　　　　　0　　　　　（一）　　　　　　　　1，617　　　　　　　　　0　　　　　（一）

20－29　　　　　　　　　　485　　　　　　　　　　1　　　　　　（O．2）　　　　　　　　　　916　　　　　　　　　　6　　　　　　（0．7）

30－39　　　　　　　　　　865　　　　　　　　　　1　　　　　　（0．1）　　　　　　　　1，210　　　　　　　　　13　　　　　　（1．1）

40－49　910　4（0．4）　1，343　41（3．1）
50－59　　　　　　　　　　751　　　　　　　　　　6　　　　　　（0，8）　　　　　　　　1，050　　　　　　　　　39　　　　　　（3，7）

60－69　　　　　　　　　　665　　　　　　　　　　6　　　　　　（0．9）　　　　　　　　　　731　　　　　　　　　31　　　　　　（4．2）

70－　　　　　　　　　　　　　342　　　　　　　　　　　1　　　　　　（0．3）　　　　　　　　　　　431　　　　　　　　　　16　　　　　　（3．7）

Tota1　　　　　　　　　7，　QO6　　　　　　　　　19　　　　　　（O、3）　　　　　　　　8，672　　　　　　　　147　　　　　　（1・7）
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Table　4　　Number　of　Nodular　Goiter，　Patients　to　be　surgically

　　　　　　　　　removed　Nodules，　and　Patients　operated　ol1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Type　of　Nodular　Geiter

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『薦r葡ir珊瓢翻吾言・i’i””nt　T°tal

No．　？atients　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　149＜17＞　　　　　　　　　　　　　17＜2＞　　　　　　　　　　　166＜19＞

No．　Patients　to　be　sttrgically　removed　Nodules　124＜15＞　　　　　　　　　17＜2＞　　　　　　　　141＜17＞

　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（83．2％）　　　　　　　　　　　（100，0タ6）　　　　　　　　（84。9夕≒6）

No．　Patients　operated　on　　　　　　　　　　　　　　　98＜14＞　　　　　　　　　　M〈2＞　　　　　　　　1’12＜16＞

　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（79，0％つ　　　　　　　　　　　　（82．4タぎ）　　　　　　　　（79，4久6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈〉：Number　of　Male　inclucled

Table　5　Type　Distribution　of　Nedular　Goiter　　　　・たる130例（．男：L9，女111）であった、1，

　　　　OP・・at・d。・・　by　lel　ist。1・9ica1　Di・gn。・i・　　一方，　C　2しらのこと研櫛｛∫LI｛1状II顯撫・いて編，

　Histological　Diagnosis　　No．　of　Cases　　％　　　　　と第4嚢に示すごとくであ〉，5　as　l叩髄ら，結節MsEit・．1状｝1，hYIIII・

㎜繭繭lr…｝”‘｝’「ヨξly｝蕊lr　166働うちコ．41例（84・9％）が蜥「lfとさ’｝・・；・：‘Z：’

P・pillary　Ad・nQc、，ci。。m。17＜2＞　1．［．　2　うち112例（79・4％）跡術をうけ燃；，病型別でも

FQllicular　Adenocarcinoma　　2＜0＞　　　　1，8　　　いずれも砥ぼ調：在として満足すべき治療渠施成績て＋占｛ノ｝

Adenomatous　Hyperplasia　　ユ3＜1＞　　　11．6　　　　る。

Chronic　Thyrolditis　　　　　2〈0＞　　　1．　8　　　　次に，結節性甲状腺囎1工2伊ljの乎術成維1；k粥5炎1二

Cystic　Goi．ter　　　　　　　　2＜．1．＞　　　1・8　　　示すごとくである。1金手術！叢施例の65．2％（73例．）は

Othe・・　　　　　　3＜L＞　2・7　1嚇llであったが，次いで甲状腺癌の：1，7．（1％（19例），

　　　　　　Total　　　，　　　J12＜16＞　　100・0　　　腺腫様増珂（．tの11・6％（13例）などが：多いものとして‘ら

　　　　　　　　　〈〉「7稀薦薦r祠繭ε繍薦ぼ　　げら繍・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方，・訴術例を臨川《診断別にみ．ると第’G表に．示すご

　　3）要医療率，受診状況並びに治療成績　　　　　　とくである〔，良燃の結節性甲状鵬1重として蕃術な施行

　本調査で発見された甲状腺腫576例（男83，女493）　　　した98例では腺腫が71，4％（70例）で最も多く、次い

の5ち，臨床的所見にもとずき嬰医療と．されたものは　　で腺腫様増殖の13．3％（」3ts’iJ）があげられ，甲状腺癌

その29・3％（男24・ユ・女30・　2）　eこ相当するエ69例（男　　　も8．2％（8例）髭見された。また，悪i！kl．F状腺腫と

20，－SC　149）であった。このうち指示に従い治療を受　　　して手術を施行した14例ではU例が甲状1搬癌で霞，った

けたものは要治療例の76・9％（男95．0，女74．5）にあ　　　が，．他の3例1よ腺腫であった。

Table　6　　Relationship　between　Preoperative　and　Postopera℃ive

　　　　　　　　　　Diagnosis　in　Nodutar　Goiter　Operated　on

Pre・pera・…（C1…cal）…9・・s・・魏羅8t’ve（Hist°’°9’ca’）・・…C・…％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Papillary　ACIenecarcinoma　　　　7＜0＞　　　7．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Follicular　Aden。carcin。ma　　1＜0＞　　1．　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Adenorna　　　　　　　　　　　　　　70＜11＞　　　71．4

Benign　Nodt　lar　Goiter　（98　cases）　　Adenomatous　Hyperplasia　　　　X3＜1＞　　　ユ3．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cystic　Goiter　　　　　　　　　　　　　2＜1＞　　　　2．　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chronic　Thyroiditis　　　　　　　　　　　2＜O＞　　　　　2，0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0thers　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3＜1＞　　　　　　3，1

M・lig・…N…1・・m・・・・・…d；蹴驚翻紫a鷲7；：l

Gland（14　cases）　　．　Ade－　　　　　3＜。＞　2、．．4

〈〉：Number　of　Male　inclttdeCl
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Table　7　　Prevalence　Rate　of　Thyroid　Carcinoma至n　the　Survey，

　　　　　by　Sex　and　Area（per．1，000　subjects　examined）

S，£＼…鯉　　（1）　（・）　（・）　（・）　T…1

　　　　No，　Exalnined　　　　1，694　　　　　1，909　　　　　2，213　　　　　⊥，190　　　　7、006

Male　　No．　Thyroid　Ca．　　　　0　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　1　　　　、　2

　　　　Prevalence　Rate　　　　　－　　　　　　　　0，5　　　　　　　　・一“　　　　　　　0．8　　　　　　　0．3

　　　　No．　Examined　　　2，015　　　　2，423　　　　2，754　　　　1，480　　　8，672

Fema工e　No．　Thyroid　Ca，　　　　8　　　　　　　5　　　　　　　4　　　　　　　0　　　　　　コ7

　　　　Prevalence　Rate　　　　　4．0　　　　　　　　2，1　　　　　　　　1．5　　　　　　　　　－　　　　　　　　2．　O

　　　　No．　Examlned　　　　3，709　　　　　4，332　　　　　4，967　　　　　2，670　　　　15，678

Total　　No．　Thyroid　Ca，　　　　8　　　　　　　6　　　　　　　4　　　　　　　1　　　　　　19

　　　　Prevalence　Rate　　　　2．2　　　　　　1，4　　　　　　0。8　　　　　　0．4　　　　　　1，2

Table　8　　Prevalence　Rate　of　Thyroid　Carcilloma，　by　Sex　and　Age一臼roup

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（per　1，000　subjects　exalnined）

　　　　　　　　　　　　　　　Male　　　　　　　　　　　　　　　　　　Female
Age口9「°up ｷ61肺；岳ll追ヨ蕊．　iti繭i－e”i（：儲1三る’踊N。厄葡繭…養灘畢蘭「蕊：’一「1∬

0－　 9　　　　　　　　　　1，473　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　 1，374　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　－

10－］．9　　　　　　　　　1，5ユ5　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　－m　　　　　　　　ユ，61．7　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　－m

20－29　　　　　　　　　　　485　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　－－　　　　　　　　　　916　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　2．2

30－39　　　　　　　　　　　865　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　－　　　　　　　　1，210　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　2，5

40－49　　　　　　　　　　　9ユ0　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　．1．コ，　　　　　　　1，343　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　3．0

50－59　751　0　－1，050　43。860－69　665　1］、．5　731　45．57〔〕－　　　　　　　　　　　　342　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　431　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　一

Tota17，006　20．381672　172。0
　　4）甲状腺癌の有病癩　　　　　　　　　　　　　　tV　2　an　9例，2伽より大きなもの1例であった。従

　上述の如く，本調査では19例（男2，女17）の甲状　　　　って，外見で腫瘤による頸部の唾服を認めたものは

腺癌を病理組織学的に確認したが，この頻度は調査　　　1例のみであり，しかもそれは腫脹程度の極く軽い

1，000対1，2（男0．3，女2．0）に相当する。なお，甲状　　　　ものであった。

腺癌の地区別・性別有病率は第7表に示すごとくであ　　　　ii＞硬さは，「弾性硬靱」3例，「硬靱」1ユ例，「硬」

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5例であった。

　一方，甲状腺癌符病率を性別・年令階級男1」にみると　　　　iii）表面の性状では，2例がやや凹凸不平であっ

第8衷のごとくである。男は40才代と60才代でそれぞ　　　　たほかはすべて平担であった。

れ1例発見されたに止まるが，女では20～60才代に分　　　　　iv）腫瘤の周囲組織との「ゆ着」の有無では，13

布しこの年令層では調査1，000対2．2－・5・5の割にみら　　　例にゆ着を認めたが，これらはいずれも気管とのゆ

れ年令の増加に従って多く発見されるようである。　　　　　蒲であった。

　　5）　甲状腺癌症例の所見概要　　　　　　　　　　　　c）転移と思われる噸部リンパ節腫知よ触診上いず

　19例の甲状腺癌の所見は次の各項により要約され　　れにも認められなかった。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d）臨床診断では，19例中ユ1例に悪性甲状腺腫

　a）1例を除き，他のものはすべて甲状腺の異常に　　　（疑），8例に単純性結節性甲状腺腫とした。また，手

気付いていなかっt・。　　　　　　　　術診断では15例が悪性甲状薦であったが誠る4例
　b）触診による腫瘤の所見は次の如くである。　　　　　は病理組織学的診断により初めて癌と判明したもので

　　圭）大きさは，直径1（mtより小さなもの9例，エ　　ある。
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　　e）病理組織学11」診1枷よ・2例がろ胞腺癌で，他の　査1，0。0対1．3（男0．8，女1．8）と較べ，総体［t｛yv・二は

17例はすべて乳颯腺癌であった。　　　　　　　　　　　盗はみられない。しかし，性別にみると男の甲状腺癌

　　f）顕部所属リソパ節へ釧購1よ4例に認められ　鰍｝鋼林調査の方が低率でat－）　＞g）こと職附くn側i気

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この様な蓬が生じたもの力検討してみると，本調癒で

　　　　】［　考　　　察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は男の結節IL｛k　Eilz］状肪1腫は調．宙三数の0，3％（19名）に発

　本稿の冒頭で既にふれた如く，擁調奄4よ長野り11こ県　　　．1・il、され，そのうち16名が手術を・うけ，2例（男の1黛乎

を対象とした甲状腺腫並びに甲状腺癌に関寸’る実態洲　　　　術例の噛12．5％）の甲状腺癌が発1邑さ，｝tたのであるが，

査の一燦として背オ財れたものである、，従って，本調　　イ研究の第1報④ではそ穿・ぽ，二それぞ｝10．6％（82名1），

査成績の考察は，先に1・ll．南ltli’地方の調1墾成績を撮・l！「　　　3911，11例（ワ8，296）て・～iうり，後茜の方が結節性IP状

した木研究の第1報④の成楽1・1と比1咬しつつその翫置付　　　腺｝i！1‘ノ2　fS・．｛1く発見さll　i，しかもF：術例中に二rげけ≧三，［Vl，1

けを試みたいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　状腺癌の’kl合・　，明らかに高いことなどe・：　．｝；り，上述の

　本調査では対象地区二住娩の77．896の甲状腺倹慮をづミ　　　Jl’な・：ドか生じt”：ものと考えられk；，

施し，地区：別でもいずれ．も75％以上のt［）1〈z診串が得ら　　　　t．c　，｝・・「，女のlr令階1汲別lll状腺癌f∫りi｝」1｛は木研究び、，；1U

れ，また甲棚繊にISI．1して腰乎術とした編量剛川ナこ　照④・eび城栂・ほぼ類似吠噸向r；L］1；し大僻4ナの増

腺腫の79．4％まで乎術を施行したn従って，本調査成　　　加に畜追って甲状腺癌の1！｝舳脅“t，：多くなっている、、　しか

績はこれら調査4地区にオδける［1：1状腺癌の疫学rl勺実態　　　　し，男で1．仁例数が少オにく’tgんともいえ徽い。

を示すものと考えてよかろう。　　　　　　　　　　　　　　　　最後にイ調蕪て’デ鳶見さ2iた19例の甲状1腺粥評1のi臨床i杓

　本調査における甲状腺腫の：宵病諒｛は3．7％（男1，2，　　　所見についてL論じてみたい，、従来び）われわれの調4匠成

女5・7）で・その病型分布は第2三凝に示したごとくで　　　績・と同様1・：殆んどの症例（18例）fJ　’L　1’1－1状腺の．異・1㍑、二気

あるが，これらの成績は木研究の第1報④との闘に強　　　付いていない，、従って，ll亟瑠の隠傑朝！【1診上て’2c椛以

はみられない。　また，ホ1調査で11よ結節性甲状1腺願e　　　下のものカ」殆んど（：18例）であF），また外貼［：で’頸部

エ．1％（男0．3，女1．7）のt！；・IJに発見したが，これも本　　　の腫1！認混）るものは1例のみで三1ξb’，たc，二・｝1は鯛一般

研究の錦1報④での1．2％（Y30．6，女1．7）とは酬F・1　　にil．1状腺癌が臨床的｛二進展度のおそいもので夢くしめ

じ頻度を示すものである。更に，この結節性甲状！1駐腫　　　られるという癌としては蒋異な病像を示すことにも，｝；

の1冷階級別頻度も2つの調盗成績がほぼ剛獅傾1財　るが諜剛嬬という：方法で発見されるために臨1馨機

を示し年令の増加に従って結節性甲状腺腫4）劉合も多　　閾で見受けるより1習り1のものがyyく発見されるためと

くなるといえよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　も云えよう。それにしても，本調査で発見された甲状

　次に，結節憶甲状腺腫で手術を施行したものに，つい　　　腺癌の症例の大21’は臨床所見；こおいて輔L期のもの

てみると・金手術例の17・0％は甲状｝腺癌で占められて　　　で，ホ研究の第1擢④でみられたような慮症例はごく

いるが，これは丸地の調査成績①における20，3％，伺　　　1・2例にILまった、，このことは，本研究の第1報で

Vく釘本等⑥の22・6駄どとほ尋ま醐i度赫すもので　触診アリ幌で転概思われ纈　；リ・，・聴大が・2，5％

ある。このようなことから疫学的には結節性甲状腺踵　　　みられたのに反し，オ調査では金くそれ力認められな

の約1んは甲状腺癌であるといい得る。　　　　　　　　　かったこと（病理組織牽的には4f列リンパ鯛転移α）あ

　また，手術例を臨床診断別にみると，甲状腺癌に関　　　るものが認められた）からも推察でぎよう。一方，甲

しては・良：性の結節性甲状1］泉腫とした中から8．2％に　　　状腺腫瘤の触診所見では，甲状腺癌の診断｛こ有力なよ

甲状腺癌が発見され・この誤・診率は木研究での獅報　りどころを与えたのは，本融で1婦甦報ir瞬k
④の…9％繊べ低下している．－za　」its，1性・獣樋　・1、k・’tsどより泌しろ1酬の「輔」の撫であり，・侍

（疑）とした症例における癌の診断適中率は対茸調査で　　　に気響との「り藩」を触診的に認めることであり，本

は78・6％であり・本研究の第・幸艮④での44・8％よりか　調査で1よ・9f夕1）・1・・3例。・コ、を認めた。と鵬げら，｝、

なり高くなっている。この様なことから，検者が同一　　　る。

人であったことをあわせ考えると，集団倹診における　　　なお，病理組織学的魏1では，17例が乳頭腺癌で，

甲状腺癌に対する診断技iii；iが向上したと解してよかろ　　　他の2例がろ胞挫癌であったが，これは本研究の弟1

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報④の成綾とほぼ同様といえよう。

　次に甲状腺癌の有病斡こついて考察を加えてみた

い・本調査では調es1，00〔〕対1・2（Y・・O．・3，女2，0）でLll　　　　　　結　論

状腺癌を発見したが，これは本研究の第1報④での調　　　先年来災施してきた長野県全累を対象とした甲状腺
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癌に関する実態調査の一環として，著渚等は昭和42舘　　　　　　　　　　　AB＄TRACT

3月一9月に亘り同蟻の東・北信地方において抽出4　　　　1n　1967・the　aし乳thors　carried　Qut　a　su「vey

地区の全住民2・，］45名鮒象燭剖査搬施し，そ¢・糸，ll　・f・hy・・id　ca・c・・i・…nselect・d　p。P・1・ti°n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ果甲状｝鵬に関し次の加きk£績を得た。　　　　1i・i・gi・an・t．lg・it・。us　a・ea°f　f°u「　areas’n

1）該当蕾の77．8％に相当する15，678名の甲状腺検査　　　Nagano　Prefecture・Japan・

嫉施し地区男IJにもいずオ・も75％以上の受診率が　　The・・e　w・・e　20，ユ・45　i・h・1・it・・t・i・tl・e　f°u「

得られ，また繍了幽・1状腺囎・ついても要舗例の　・・ea・e・・m1・・d・・d　15・678　i・habit・nt・・。・77・8

79．4％卿術勧節したので，tll・状ll糀に1財破　 P・・ce・t。f　the　p・P・1・ti…w・・e　e・・mi・・d・エ・

　　態調1庶としてはほぼ満足できる成糾毛な得ることがで　　　each　area　at　leasL　75　per　cent　of　the　inhabi－一

　　きた。　　　　　　　　　　　t・nt・w・・e…mi・・d・The　t・t・1・・mber・f
2）　木｝調査では19例（男2，　女17）の甲状腺癌を発．兇　　　goiters　found　in　th．e　pc）pula．tion　was　576，　i．　e．

　　したが，これは調査1，000対1．2（男0．3，女2．0）に　　　3．7per　cent（1．。2　males；5・7　fernal㈱）of　the

　　相当し，女に特に高い有病率が認められた。　　　　　　POPtl！ation　examined・

3）地区別の・繊瞬妊・1・k女一．’C・－1継離がみられ，また　　Thc　166・・ses・f　tl「・e　5761）tlt・i・nts　we「e

年郁鰍別イ禰率は女では20～6。：才’代に鋼lrしこの　・1i・i・・Uy　di・s・n。・ed・・1・。d・1・・tsT・it…　i・　which

　　年金層では年令の増すに従って’有病率も増加してい　　　1・11cases　wL・rL－found　to　have　i1ユdicatiQn　of＄ur一

　　る。　　　　　　　　　　　gica1・・m。・a1。f　thy・・id・・d・1・・，　and　112°f

4）㈱i∫に良・ヒ1…と診ltYi・した繊徽i・rl状腺ll榔例中から　th・141・ases　we・e。per・．t・d　on，

　　8例（8，2％）岬状腺癌醗、見された・　　　　The　1・2・・…r。ceivgCl°pe「a七i°n　we「e

5）木調査により．発肌たq．1槻繍19例の殆んどが腫　di・gn・・ed…d・n・mu（65・2％）・…cin°ma（17・⑪

瘤の触診上の大きさが2・cm以下の1ものであって，外　％）・・d・・。m・t…hyp・・p1…ia（・1・1・6％）・aエ1d

．・，Ll・．L頸　B嚇11賄li懲めたもの｛・・…．・・例脳でie．S）・た・　…e・・（9・2％）・8・2　pe∵¢n七゜f．98　easp，s　clin－

・）病理組織学的、診断では，・例のろ丹包腺繰除き，　i・・1ユ・di・g・・sed　as　benlgn　aQ蝉“Qエteぞ

他の、7伽すべて乳囎り、堂1であ。た。　　　b・f・・e・…ati°・was　f°L’nd　‘Q　bethy「°ld

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　callcer，

講繍轡騨；撮薄糠機　燕羅d羅il｝h灘羅
また，擁組欝麟i、。御協加ただいた蝉i附　・・…b・e・ved・ega「d’”g．thyr°’d　cance「：’）

属1・；・榊央躍鋤…雄儲醐痴・鰍誰器1盤）t譲゜男。瀦㍊謡、繹

するものである。　．　　　　　　　　　　　　　　　with　thyroid　canCer　were　unaware　of　the　pre－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sence　of　goiter　and　showed　llo　clinical　symp一

　　　　　　　　　　　　　　　　　文献　　　　　t。m．6）Q。1y。f・w…e・were　i…dva・ced

①丸地で｝泓・制・llll蹴，16・24呂・1967　　　　・t・di・m．・1i・i・ally，　th。ugh・b・・t・ne　thi・d・f

③釘本完，メL地信弘，㈱娚，4納正一k，彬障　thyrQid…ce・were・dva・ced・t・di”m　in　the
雄、信州医誌，161859，・9。・⑥・・・…1・，T・・…　evi・・s　s・・vey・7）1・til・e　19守ases°f，thy「°id

鰍11淵麟憲釜：1、驚』：鰍1翫灘：慧欝灘離
1967　　⑥釘木完，ZL地信弘，信州隊誌16；233，

　1967


